
令和２年度　指定管理者評価表 【別紙５】

施設名：河内長野市立市民交流センター

指定管理者名：（公財）河内長野市文化振興財団

１．個別評価

評価項目 評価の視点 自己評価 市評価

施設の設置目的に沿って平等利用が確保されたか。 Ａ Ａ

施設の設置目的に沿ってサービスを提供しているか。 Ａ Ａ

利用時間、利用日、利用期間は遵守されているか。 Ａ Ａ

利用者に対する情報提供、情報発信は適切か。 Ｓ Ｓ

利用の承認、案内等は適切かつ迅速か、また接遇は適切か。 Ａ Ａ

利用者のニーズを把握し、改善、工夫を行っているか。 Ａ Ａ

施設の利用率は適正な水準にあるか。 Ｂ Ｂ

苦情等の対応は迅速かつ適切か、また市に迅速に報告しているか。 Ａ Ａ

指定管理者が行った自主事業は、市民サービスの向上に役立ったか。 Ｂ Ｂ

不具合が生じた場合の市への報告は適切か。 Ａ Ａ

建物躯体及び設備機器の点検・保守、安全確認等は適切か。 Ａ Ａ

修繕は適切か。 Ａ Ａ

備品の管理は適切か。 Ａ Ａ

清掃、警備、衛生管理は適切か。 Ａ Ａ

サービス提供及び施設の維持管理のため、計画どおり適正な人員が配置されているか。 Ａ Ａ

勤務体制が、勤務者の休暇、休憩等の取得が適正か。 Ａ Ａ

必要な専門的資格、技術を有する人材を確保しているか。 Ａ Ａ

従業員に対して、計画的、効果的な人材育成を行っているか。 Ａ Ａ

労働諸法を遵守しているか。 Ｓ Ｓ

緊急時に備えた、体制、対応マニュアル、研修・訓練等は適切か、また、防火、防犯体制の整
備、研修、訓練等は適切に行われているか。

Ａ Ａ

災害、事故、盗難等の発生時に迅速な対応ができる組織体制と連絡体制になっているか。 Ａ Ａ

利用者の安全は確保されているか。 Ａ Ａ

個人情報保護のための体制、書類等の整備・保管、問い合わせ等への対応、研修は適切か。 Ａ Ａ

個人情報保護及び情報公開に関する関係法令を理解しているか。 Ａ Ａ

万が一、個人情報が流出した場合の対応が検討されているか。 Ａ Ａ

管理に要する収支は適正に保たれているか。 Ｂ Ｂ

支払いの遅滞は生じていないか。 Ａ Ａ

使用料、利用料金収入は計画どおりか。収入の増加が図られているか。 Ｂ Ｂ

現金は適正に取扱われているか。 Ｓ Ｓ

経費は縮減されているか、または、縮減に向けての努力がされているか。 Ｓ Ｓ

業務を外部委託している場合、その業務は施設管理の主要な部分以外であるか、過度に外部委託
にシフトしていないか。

Ａ Ａ

省エネルギー、省資源、環境配慮物品等の購入など環境への配慮はなされているか。 Ａ Ａ

良好な関係を保つべき関係団体や地域との連絡調整は適切か。 Ｓ Ｓ

管理に要する法令は適正に遵守されているか。 Ｓ Ｓ

市との定例の連絡調整の機会が確保されているか。 Ａ Ａ

事業計画書（申請時）および年間事業計画書どおりに管理がなされているか。 Ｂ Ｂ
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　　　S：協定等の遵守に加え、仕様書より優れた管理が行われた。
　　　A：協定等を遵守し、仕様書に沿った管理が行われた。
　　　B：協定等を遵守し、概ね仕様書に沿った管理が行われたが、一部に課題がある。
　　　C：一部、協定等が遵守できていない。又は、不測の事態等により仕様書に沿った管理ができなかった。



【別紙５裏面】

２．収支報告 単位:円

事業計画Ａ 事業実績B A-B 前年度実績 備考

利用料金収入 13,500,000 7,027,400 6,472,600 12,240,630

自主事業収入 29,490,000 25,611,870 3,878,130 27,663,744

物品販売収入 5,000 3,640 1,360 7,590

手数料収入 543,000 319,239 223,761 548,906

指定管理料 80,431,000 81,395,880 -964,880 82,767,001

その他収入 0 0 0 0

収入総額 123,969,000 114,358,029 9,610,971 123,227,871

人件費 31,218,000 30,155,815 1,062,185 28,706,964

事務費 428,000 425,048 2,952 532,431

管理費 40,067,000 40,010,789 56,211 44,432,519

自主事業経費 18,285,000 17,292,713 992,287 17,355,887

光熱水費 34,592,000 25,673,445 8,918,555 31,976,855

リース料 1,004,000 1,003,104 896 1,003,104

その他 618,000 147,108 470,892 556,391

支出総額 126,212,000 114,708,022 11,503,978 124,564,151 0

-2,243,000 -349,993 -1,893,007 -1,336,280 0

３．総合評価

自己評価

生涯学習推進事業
　講座の中止が相次ぐ中、メールや窓口等で塾生の学習意欲や社会参加へのモチベーション維持に努めた点を評価します。令和3年度は一年以
上の休講中に、受講者の声を具体的にどの程度お聞きしたのか、また開講を求める声はコロナ禍でどのように変化したのかを分析し今後の市直
営に活かせるよう改善策をご提案いただきたい。今後は、アフターコロナ（リモート環境やオンライン決済が普及した社会）にあわせて、単にオンライ
ン講座を開催すればいいというものではなく、受講生同士のコミュニケーションや一人一人の学習意欲をフォローするような新たな生涯学習事業を
模索いただきたい。

施設管理及び貸館事業
　急な閉館など利用者に迅速にきめ細かに連絡いただいたことで、コロナ禍の混乱を最小限にとどめることができたと感謝しています。また、抗菌
シートなどの感染防止対策とスタッフ作業の効率化に努めた点を高く評価しています。令和3年度は緊急事態やまん延防止等重点措置の修了後、
利用者増加や使用率向上に向けた営業促進や民間ノウハウを活かした経費削減に期待します。

公益法人として財団事務所及びホームページ等で行われている情報公開は、文化会館のホームページにとどまっているので、この件を市民交流セ
ンターのモニタリングに記載いただくようであれば、必要に応じてキックス施設内やキックスホームページでも掲載をお願いします。
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生涯学習推進事業
・本年度は、新型コロナウイルス感染症の拡大により年度当初より臨時休館となるなど厳しい条件のもと、受講者の声に応えるべく何度も講座開講
を目指し準備を行いましたが、その都度感染状況の悪化に見舞われ、受講者の感染防止を最優先に検討した結果計画していた講座のすべてが中
止となりました。
・次年度についても、感染の状況は見通せないことから、インターネット上でのオンライン講座の開催を模索し、その準備をすすめました。

施設管理及び貸館事業
・新型コロナウイルス感染拡大に伴い、時短営業や臨時休館をなど、刻々と情勢が変化する中で、的確な情報発信に努め混乱を最小限にとどめる
ことができたと。
・施設利用料については、残念ながら新型コロナウイルスの影響により減収になった。しかし、非常に多数の施設利用中止による還付事務につい
て、滞ることなく的確に実施できた。
法人運営
・公認会計士と顧問契約を結び、２ヵ月に１度程度外部監査を行い適正な経理業務の執行に努めた。
・社会保険労務士と顧問契約を結び、労働諸法の適正な遵守に努めた。
・弁護士との顧問契約を結び、業務実施及び財団運営について各種法令の適正な遵守に努めた。
・理事会及び評議員会並びに全役員が参加対象の意見交換会を開催し、法人事業運営の方向性等の確認を行った。
・公益法人として、財団事務所及びホームページ等で財団情報の公開に努めた。


